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3 広報 令和７年12月号

償
却
資
産

償
却
資
産

　　  
（
固
定
資
産
税
）

（
固
定
資
産
税
）のの

    

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
や
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
、
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
償
却
資
産
に
も

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
方
法

　

申
告
対
象
と
な
る
か
た
に
は
12
月
中
旬
に
申
告
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
申
告

書
お
よ
び
課
税
明
細
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
資
産
の
増
減
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
対
象
の
か
た
で
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
し
た
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１
５
０
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

※自動車税・軽自動車税の対象となる乗用車・貨物自動車・自動二輪車・小型特殊自動車は除きます。

大型特殊自動車
発電機
ミキサー　など

乾燥機
耕運機
ビニールハウス　など

オイルチェンジャー
地下タンク
洗車機　など

レントゲン装置
手術機器
歯科診療ユニット　など

製造機械設備
金型　など

理・美容いす
サインポール
洗面設備　など

駐車場のアスファルト
フェンス　など

商品陳列ケース
自動販売機
冷蔵庫　など

パソコン、コピー機、
エアコン、看板、舗装路面、
金庫、レジスター　など

厨房設備
冷凍冷蔵庫
カラオケセット　など

申告期限

令和８年２月２日㈪
お問い合わせ

税務町民課 税務班
℡ 765-3113

対象となる償却資産の例

建 設 業

農 業

製 造 業

理容業・美容業

共 通ガソリン販売業

医・歯科業

不動産貸付業

小 売 業 料理飲食業



広報 4令和７年12月号

ニュー・グリーンピア津南ニュー・グリーンピア津南
公式マスコットキャラ『つなん ぐりぐり』公式マスコットキャラ『つなん ぐりぐり』

ス
キ
ー

ス
キ
ー

　
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

12
月
20
日　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南　

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予
定
！

ス
キ
ー
に
は
こ
ん
な
効
能
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

❶
山
の
上
は
視
界
良
好
！

　

転
地
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

転
地
効
果
と
は
？

　

日
常
の
生
活
と
異
な
っ
た
環
境
で
自
然
の

刺
激
を
５
感
に
受
け
る
こ
と
で
、
脳
内
物
質

の
分
泌
や
呼
吸
器
系
統
、
消
化
器
官
な
ど
の

働
き
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
や
自
律
神
経
の
中
枢
に
作
用
し
、
ス

ト
レ
ス
解
消
や
病
気
療
養
に
も
プ
ラ
ス
と
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
津
南
高

原
は
視
界
良
好
。
白
銀

の
世
界
で
、
高
い
山
々

を
眺
め
な
が
ら
の
ス

キ
ー
は
格
別
で
す
ね
。

❷
楽
し
み
な
が
ら

　

下
半
身
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
！

　

冬
の
津
南
は
雪
か
き
が
い
い
運
動
に
な
り

ま
す
ね
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
上
半
身

は
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
加
齢
に
よ
り
衰
え
や

す
い
足
の
筋
肉
は
意
識
し
な
い
と
鍛
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
で
も
ス
キ
ー
は
有
効
な
健
康
法
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら

運
動
で
き
る
。
ぜ
ひ

冬
場
の
運
動
不
足
解

消
に
ス
キ
ー
は
い
か

が
で
す
か
？

❸
体
を
左
右
対
称
に
使
う

　

数
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
！

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
非
対
称
的
に
使
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
左
右
対
称
に
使
う
ス

ポ
ー
ツ
は
ス
キ
ー
や
水
泳
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
ま
ん
べ
ん
な
く

体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

※ニュー・グリーンピア津南のスキー場は町が指定管理者制度により㈱津南高原開発を指定管理者として管理運
営をお願いしています。町では住民の健康づくりとスポーツ推進の場を提供するため、健康増進とスポーツの
発展・振興を進めていきます。



特集 元祖・スキー王国復活だ！

5 広報 令和７年12月号

リフト乗車時は本券を係員に提示してください。

2025-2026

１日券１日券

▶当日限り有効

有効時間／8：30〜17：00

大人 ・ シニア ・ 小人

https://new-greenpia.com

町
民
・
町
在
勤
者（
家
族
含
む
）は

リ
フ
ト
１
日
券
が
な
ん
と

５
０
０
円
！

大
人
も
子
ど
も
も
何
度
で
も
！

　

リ
フ
ト
券
購
入
の
際
、
町
民
の
か
た
は
リ
フ
ト
券
売

所
に
て
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生
証
等
の
住
所
が

わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
在
勤
者

の
か
た
は
在
勤
証
明
書
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
家
族
の
か
た
と
同
伴
す
る
場
合
は
在
勤
者
が

証
明
す
る
世
帯
一
覧
表
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報  
そ
の
１

そ
の
１

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報  

そ
の
２

そ
の
２

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報  

そ
の
３

そ
の
３

ス
キ
ー
や
ウ
ェ
ア
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
用
品
も

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
！

例
／
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
１
日

　
　

大
人
１
日　
４
，０
０
０
円 

→ 

２
，５
０
０
円

　
　

小
人
１
日　
３
，５
０
０
円 

→ 

２
，０
０
０
円

　
（
レ
ン
タ
ル
コ
ー
ナ
ー
に
て
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生

証
等
を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
地
元
に
あ
る
ゲ
レ
ン

デ
な
の
で
、
天
気
が
い
い
日
を
選
ん
で
行

け
る
ね
。
ス
キ
ー
授
業
の
前
に
練
習
し
た

り
津
南
に
遊
び
に
来
た
友
達
と
一
緒
に
冬

の
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
い
か
が
？

　

リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金
の
割
引
で

手
軽
に
行
け
る
ね
！

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で

は
毎
日
、
津
南
ラ
ン
タ
ン
を
上
げ
て

る
よ
！

　

電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
泊
ま
ら
な

く
て
も
ラ
ン
タ
ン
打
ち
上
げ
体
験
が

で
き
る
よ
！

３
月
31
日
ま
で

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
よ
う
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国
復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



広報 6令和７年12月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

く
ら
し

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
年
始
の

開
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
処
理
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち
込
み（
直
接
搬
入
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
28
日
㈰

　

日
曜
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
12
時　

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
29
日
㈪

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

〇
12
月
30
日
㈫

　

年
末
開
業
日　

午
前
８
時
45
分
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

〇
12
月
31
日
㈬
～
１
月
４
日
㈰

　

休
業

〇
１
月
５
日
㈪
～

　

平
常
開
業

※
詳
し
く
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道

管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
管
が
破
裂
し
て
漏
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
給
水
管

・
給
湯
器
本
体
お
よ
び
給
湯
器
の
給
水
管

■
凍
結
さ
せ
な
い
た
め
に

　

凍
結
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
水
道
管
や

屋
外
水
栓
を
保
温
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
保
温
材
の
取
り
付
け
が
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
際
に
は
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
行

う
こ
と
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
も
し
漏
水
、
破
裂
し
た
と
き
は
…

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
上
下
水
道
料
金

が
加
算
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
津
南
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
相
談
し
、
早
め
の

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。（
修
理
費
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

す
ぐ
に
修
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓
を
閉
め
、
水
を
止

め
て
お
く
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か

ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を
ご
家
族
で

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
事
業
者
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

年
末
年
始
開
業
日

　

だ
さ
い
。

■
し
尿
処
理
業
務

　

し
尿
の
汲
取
作
業
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
26
日
㈮
ま
で

　

平
常
業
務

〇
12
月
27
日
㈯
～
１
月
４
日
㈰

　

休
業

〇
１
月
５
日
㈪
～

　

平
常
業
務

■
火
葬
業
務

　

津
南
斎
場
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
12
月
30
日
㈫
ま
で

　

平
常
業
務

〇
12
月
31
日
㈬

　

午
前
の
み
業
務

〇
12
月
31
日
㈬
午
後
～
１
月
２
日
㈮

　

休
業

〇
１
月
３
日
㈯
～

　

平
常
業
務

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

※
12
月
31
日
㈬
～
１
月
４
日
㈰
は
、
電
話
対

応
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.tow

n
.

tsu
n

an
.n

iig
ata.jp

/
so

sh
ik

i/k
en

setsu
/

suidojigyosha.htm
l

■
空
き
家
や
留
守
の
建
物
に
つ
い
て

　

空
き
家
や
留
守
と
な
っ
て
い
る
建
物
で
、

全
国
的
に
冬
期
間
の
水
道
管
の
凍
結
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

寒
波
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
不
在
の
建
物

で
漏
水
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

国
が
推
進
す
る
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
」
に
よ
り
、
窓
口
業
務
で

使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
移
行
を
行
い
ま

す
。
移
行
に
伴
い
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
が
停
止
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間

　

12
月
19
日
㈮
か
ら
当
面
の
間
（
未
定
）

※
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止
に
つ
い
て
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令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
で
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
回
答
期
限

　

令
和
８
年
１
月
31
日
㈯

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

十
日
町
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
潟
県
最
低
賃
金
額
は
現
行
の
時
間
額

９
８
５
円
か
ら
65
円
引
上
げ
ら
れ
、
令
和
７

年
10
月
２
日
か
ら
時
間
額
１
，
０
５
０
円
に

な
り
ま
す
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
新
潟
県
内
で
事
業

を
営
む
全
て
の
使
用
者
及
び
そ
の
事
業
場
で

働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
最
低
賃
金
額
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
生
産

性
向
上
等
へ
の
支
援
に
関
わ
る
業
務
改
善
助

成
金
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
、
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談
制
度

も
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
賃
金
引
上
げ
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
業
務
改
善
助
成
金
に
関
す
る
ご
相
談

　

新
潟
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均
等
室 

　

℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
２
８

○
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
関
す
る
ご
相
談

　

新
潟
労
働
局
職
業
対
策
課
助
成
金
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
２
７
８
‐
７
１
８
１

○
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
無
料

　

相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
で
は
、
令
和
５
年
２
月
13
日
か

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
満
足
度
を
調
査
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
認
知
度
や
利
用
率
の
向
上
に
役
立
て
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
回
答
方
法

　

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
お
読
み
取
り
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

新
潟
県
最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

新
潟
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
９
‐
２
２
９

○
最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

■
税
務
署
へ
の
来
署
を
ご
検
討
の
か
た

　

令
和
８
年
２
月
13
日
㈮
以
前
は
、
税
務
署

内
に
確
定
申
告
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
令
和

８
年
２
月
16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
の

確
定
申
告
期
間
中
に
申
告
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
確
定
申
告
に
関
す
る
詳
細
は
１
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。）

　

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
国
税
庁
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
事
前
予
約
ま
た
は
申
告
会
場
で
配
布
す

る
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
月
13
日
㈮
以
前
に
所
得
税
・
個

人
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
相
談
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
相
談
日
時
等
を
電
話

予
約
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予

約
な
く
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

■
書
面
に
よ
る
申
告
書
等
を
ご
提
出
さ
れ
る
か
た

　

令
和
７
年
１
月
以
降
、
確
定
申
告
書
等
の

控
え
に
収
受
日
付
印
の
押
捺
を
行
わ
な
い
こ

と
と
し
ま
し
た
。
申
告
書
等
の
提
出
年
月
日

は
必
要
に
応
じ
て
ご
自
身
で
記
録
・
管
理
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
会
場
で
は
ご
自
身
で
作
成
さ

れ
た
申
告
書
の
検
算
や
書
面
に
よ
る
申
告
書

の
作
成
は
致
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
等
で
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
自
宅
で
確
定
申
告

書
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
送
信

（
提
出
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
関
す
る
詳
細
は
１
月
20
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
３
１
８
１

募
　
集

　

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
任
期
の
定
め

の
あ
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

令
和
８
年
度
に
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
町
で
就
労
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
任
用
登
録
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
任
用
の
概
要

・
登
録
申
込
み
を
す
る
と
、
任
用
登
録
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
町
が
任
用
を
必
要

令
和
８
年
度 

会
計
年
度
任
用

職
員
の
登
録
を
開
始
し
ま
す
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■
対
象

パ
ソ
コ
ン
や
IT
分
野
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

■
期
間　

２
月
６
日
㈮
～
６
月
５
日
㈮

■
時
間

　

平
日
午
前
９
時
15
分
～
午
後
３
時
50
分

■
会
場

　

キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教
室

　
（
魚
沼
市
佐
梨
６
３
１
番
地
２
）

■
定
員　

15
人

IT
養
成
科
１
期
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ソ
コ
ン
活
用
コ
ー
ス

令
和
８
年
２
月
入
校
生
募
集

と
す
る
場
合
に
選
考
を
行
い
ま
す
。

・
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
か
た
が
任

用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
選
考
に
よ
り

役
場
か
ら
連
絡
が
い
か
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

・
業
務
内
容
に
よ
り
、
別
途
個
別
で
募
集
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
こ
の
登
録
の
有
効
期
限
は
、
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
職
種
・
報
酬

①
事
務
職
（
一
般
事
務
、
介
護
支
援
専
門
員
、
遺

　

跡
発
掘
関
係
事
務
等
）

　

月
額
１
７
７
，
５
８
０
円
～

②
保
育
職
（
保
育
士
（
要
資
格
）、
保
育
助
手
）

　

月
額
１
８
１
，
９
３
５
円
～

③
技
能
労
務
職
（
調
理
員
、用
務
員
、看
護
助
手
等
）

　

月
額
１
７
９
，
７
０
９
円
～

④
学
校
技
術
職
（
栄
養
士
（
要
資
格
）、
支
援
員

（
特
別
支
援
を
要
す
る
児
童
の
補
助
）、
学
習
支

援
員
等
）

　

月
額
１
９
７
，
８
０
６
円
～

⑤
自
動
車
運
転
員

　

月
額
２
０
１
，
２
９
０
円
～

⑥
看
護
師　
　
　

　

月
額
２
４
６
，
９
６
７
円
～

※
各
報
酬
額
は
１
日
7.5
時
間
×
週
５
日
勤
務

の
場
合
で
す
。
勤
務
時
間
・
勤
務
日
数
に

よ
り
報
酬
額
は
変
わ
り
ま
す
。

■
登
録
申
込
資
格

⑴
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
か
た

⑵
有
資
格
職
に
お
い
て
は
、
そ
の
資
格
を
有

す
る
か
た

⑶
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
か
た

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
か
た

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

こ
れ
に
加
入
し
た
か
た

■
登
録
手
続
き

⑴
受
付
期
間

　

令
和
７
年
12
月
22
日
㈪
か
ら

　

令
和
８
年
１
月
16
日
㈮
ま
で

※
令
和
８
年
度
を
通
じ
、
随
時
、
申
込
書
提

出
者
を
任
用
登
録
簿
に
登
録
し
、
各
業
務

で
任
用
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
登
録
者

の
中
か
ら
選
考
を
行
い
ま
す
。

※
そ
の
た
め
、
受
付
期
間
後
も
申
込
書
を
受

け
付
け
ま
す
が
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
の

勤
務
に
係
る
選
考
は
、
原
則
、
受
付
期
間

内
に
提
出
い
た
だ
い
た
か
た
の
中
か
ら
行

い
ま
す
。

⑵
提
出
書
類

・
津
南
町
会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録
希

望
申
込
書
（
写
真
貼
付
）

・
有
資
格
職
に
応
募
す
る
場
合
は
、
そ
の
資

格
証
明
書
ま
た
は
免
許
証
の
写
し

※
申
込
書
は
総
務
課
窓
口
で
配
布
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
郵
送
請

求
の
場
合
は
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封
筒
を

同
封
の
上
総
務
課
へ
。

⑶
提
出
先

　

津
南
町
役
場 

総
務
課 

総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地

⑷
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※
持
参
の
場
合
：
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
受
付

※
郵
送
の
場
合
：
封
筒
の
表
面
に
「
津
南
町
会

計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込
書
と
朱
書
き

⑸
そ
の
他

・
提
出
さ
れ
た
書
類
は
、
任
用
の
有
無
、
理

由
を
問
わ
ず
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
郵
便
事
故
等
に
よ
る
未
達
に
つ
い
て
は
、

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

■
勤
務
条
件

⑴
任
用
期
間

１
会
計
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
）
の
範
囲
内

⑵
勤
務
場
所

　

町
役
場
庁
舎
、保
育
所
等
の
各
出
先
機
関
、

　

町
内
各
小
中
学
校
、
津
南
病
院　

な
ど

⑶
勤
務
時
間

・
原
則
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
と
な
り
ま
す
が
、
申
込
書
の
希
望
を
も

と
に
相
談
、
調
整
し
ま
す
。

・
業
務
に
よ
り
交
代
制
勤
務
な
ど
の
変
則
勤

務
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑷
休
日
・
休
暇
等

・
休
日
は
原
則
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
休
業
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
で

す
が
、
交
代
制
勤
務
の
場
合
、
休
日
が
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
任
用
期
間
及
び
週
当
た
り
の
勤
務
日
数
に

応
じ
て
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
な
ど

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

⑸
手
当

・
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
条
件
を
満
た

し
た
場
合
、
期
末
勤
勉
手
当
、
通
勤
費
用

等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑹
社
会
保
険
等

・
勤
務
時
間
等
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
社
会
保
険
（
共
済
組
合
）
、
雇
用
保

険
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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新
春
娯
楽
大
会
参
加
者
大
募
集
‼

～
e
ス
ポ
ー
ツ・
ジ
オ
か
る
た・

　

も
ち
つ
き
・囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会
～

＜実施された行事＞
〔11月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 25日	 一般質問通告期限
	 26日	 全議員研修会
	 28日	 令和８年度建策要望回答会
〔12月〕
	 1日	 町除雪隊結団式
	 3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	 10日	 第４回定例会
	 12日	 議会広報特別委員会
	 16日	 長生学園閉園式

	 19日	 十日町地域広域事務組合議会臨時会

＜今後予定されている行事＞
〔12月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 24日	 津南地域衛生施設組合議会臨時会

〔１月〕
	 4日	 町消防出初式
	 5日	 各界年賀交歓会
	 6日	 県町村議会議長会 議長会議
	 7日	 議会運営委員会
	 7日	 全員協議会

＜津南町議会だんだんよくする懇談会＞
日　　時：12 月 22 日㈪　午前 10 時～午後３時
場　　所：大割野　まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：月岡奈津子、桒原洋子、江村大輔
テ ー マ：「津南病院と保育園のこれから  ほか」

毎月 22日に開催します。毎月 22日に開催します。お気軽にご参加ください。お気軽にご参加ください。
テーマに限らずお話テーマに限らずお話
いただいて結構です。いただいて結構です。

　前月までに100日運動カードを提出いた
だいたかたを、このコーナーでご紹介します
（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

	4200日	石橋俊治（割野）
	4100日	大倉マツ（小下里）
	2500日	清水政利（大割野）
	 600日	高橋ツギ（中深見）
	 500日	涌井トリ（相吉）
	 200日	石田セツ子（赤沢）

主な運動：健骨体操、ゲートボール、ウォーキング他

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
年
明
け
の
１

月
に
新
春
娯
楽
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
種
目

は
、
ジ
オ
か
る
た
・
昔
の
遊
び
・
囲
碁
・
将

棋
・
麻
雀
で
す
。
各
種
目
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
の
種
目
ご
と
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
娯
楽
大
会
の
中
で
も
ち
つ
き
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
に
ち　

令
和
８
年
１
月
18
日
㈰

■
会
場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
申
込
先　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
に
は
、
氏
名
、
集
落
名
、
電

話
番
号
、
参
加
種
目
の
他
、
小
中
学
生
は

学
校
名
・
学
年
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

e
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
オ
か
る
た
大
会
・
も

ち
つ
き
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

囲
碁
・
将
棋
の
組
み
合
わ
せ
は
、
名
人
戦

を
一
番
上
位
戦
と
し
、
申
込
時
の
級
及
び

段
位
を
基
に
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　

令
和
８
年
１
月
９
日
㈮

■
参
加
費　

無
料

～
種
目
ご
と
の
ご
案
内
～　

《
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

１
階
研
修
室

※
e
ス
ポ
ー
ツ
の
対
象
者
は
小
学
生
の
み
で

１
・２
年
生
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
。

《
ジ
オ
か
る
た
大
会
・
昔
の
遊
び
》

■
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

《
も
ち
つ
き
》

■
時
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
ピ
ロ
テ
ィ
―

《
囲
碁
大
会
》

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階
和
室

■
種
目

　

名
人
戦
／
本
因
坊
戦
／
棋
聖
戦

　
（
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
有
）

《
将
棋
大
会
》

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階
和
室

■
種
目

　

名
人
戦
／
王
将
戦

　
（
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
有
）

《
麻
雀
大
会
》

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

■
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階
視
聴
覚
室

■
定
員　

先
着
20
名

■
参
加
資
格　

20
歳
以
上
の
か
た

■
ル
ー
ル

　

新
春
娯
楽
大
会
の
麻
雀
大
会
は
特
別
ル
ー

ル
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

※
細
か
い
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料　

無
料
。
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、

　

受
験
料
等　

自
己
負
担
あ
り

■
お
申
し
込
み

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切　

１
月
15
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

議会コーナー
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知
ら
な
い
と
怖
い
！

糖
尿
病
性
腎
症

　
「
糖
尿
病
腎
症
」は
、「
糖
尿
病
網
膜
症
」「
糖

尿
病
神
経
障
害
」
と
並
ぶ
糖
尿
病
の
三
大
合

併
症
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
糖
尿
病
を
発
症
し
て

す
ぐ
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
高
血
糖
の

状
態
が
長
く
続
き
、
腎
臓
の
内
部
に
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
細
小
血
管
が
傷
ん
で
し
ま

う
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
重
症
化
し
て
末
期
腎
不
全
に
至
る

と
、
腎
臓
の
機
能
を
代
行
す
る
治
療
で
あ
る

「
人
工
透
析
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
生
活
習
慣
病
と
同
様
に
、
糖
尿
病

性
腎
症
も
自
覚
症
状
が
な
く
、「
手
足
の
む

く
み
」、「
血
圧
上
昇
」、「
疲
れ
や
す
さ
」
な

ど
の
症
状
が
現
れ
た
頃
に
は
、
進
行
を
抑
え

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
腎
臓
は
一
度

悪
く
な
る
と
回
復
が
難
し
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

　

津
南
町
の
令
和
６
年
度
の
40
～
74
歳
の
特

定
健
康
診
査
の
H
b
A
1
c
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
※
１
の
有
所
見
率
※
２
は
、

町
72.3
％
、
県
62.0
％
と
な
っ
て
お
り
、
町
は
県

に
比
べ
て
、
血
糖
値
に
何
ら
か
の
異
常
が
あ

る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

体
に
感
じ
る
症
状
が
な
い「
血
糖
値
が
高
め
」

の
段
階
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
す
で
に

「
糖
尿
病
」
と
診
断
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

医
師
の
指
導
の
も
と
で
食
事
療
法
や
運
動
療

法
、
薬
物
療
法
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

※
１　

過
去
１
～
２
カ
月
の
平
均
的
な
血
糖
値
の
状
態

※
２　

健
診
を
受
け
た
人
の
う
ち
、
何
ら
か
の
異
常
所

　
　
　

見
が
あ
っ
た
人
の
割
合

・
腹
八
分
目　

　

満
腹
ま
で
食
べ
ず
腹
八
分
目
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
炭
水
化
物
の
摂
り
す
ぎ
は
血

糖
値
の
上
昇
を
招
き
ま
す
。

・
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

規
則
正
し
い
食
事
が
血
糖
値
を
安
定
さ

せ
ま
す
。
欠
食
を
な
く
し
、
食
事
内
容
が

偏
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
塩
分
、
脂
肪
を
減
ら
す

　

高
血
圧
も
糖
尿
病
性
腎
症
の
リ
ス
ク
を

高
め
ま
す
。
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

　

早
食
い
は
血
糖
値
の
上
昇
を
招
く
た

め
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

運
動
に
よ
り
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
、
血
糖
値
を
下
げ
ま

す
。
運
動
す
る
時
間
が
と
り
づ
ら
い
場
合
で

も
、
日
常
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
よ
う
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

①
健
診
を
受
け
て
い
な
い

　

健
診
を
受
け
ず
に
い
る
と
、
数
値
に

異
常
が
あ
っ
て
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
知
ら
ぬ
間
に
進
行
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
年
に
１
回
は
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
健
診
で
高
血
糖
と
診
断
さ
れ
て
も

　

放
置
し
て
い
る

　

高
血
糖
状
態
を
放
置
し
て
い
る
と
、

腎
臓
は
傷
み
続
け
、
糖
尿
病
や
合
併
症

の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。
高
血
糖
と

診
断
さ
れ
た
ら
、生
活
習
慣
を
改
善
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
自
己
判
断
で
糖
尿
病
の
治
療
を

　

中
断
し
た

　

糖
尿
病
の
治
療
中
に「
症
状
が
な
い
」

「
医
療
費
が
か
か
る
」
と
自
己
判
断
で

治
療
を
中
断
し
て
し
ま
う
か
た
が
時
折

い
ま
す
。
自
己
判
断
で
の
中
断
は
、
糖

尿
病
が
重
症
化
し
重
篤
な
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
自
己
判
断
せ
ず
主
治

医
と
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

  

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

　

近
年
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
罹
患
者
は
全
国

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
人
工
透
析
治
療
を
受
け
は

じ
め
た
人
の
約
４
割
が
糖
尿
病
腎
症
に
よ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
人
工
透
析
の
原
因
疾
患

の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
～
令
和
４
年
度
の
、
町
の
更

生
医
療
（
人
工
透
析
）
申
請
者
の
原
疾
患
に

お
い
て
も
、
糖
尿
病
性
腎
症
が
最
も
多
く
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
糖
尿
病
性
腎
症
と
は
？

■
進
行
す
る
と
回
復
が
困
難
!?

■
予
防
は

　
「
血
糖
値
が
高
め
」
の
段
階
か
ら

■
糖
尿
病
性
腎
症
を
予
防
す
る

　

た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ
と

■
罹
患
者
数
が
増
加

食 

事
運 

動

今月は
大平裕加里
保健師
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日常生活自立支援事業 と
成年後見制度 の違いって ??

各制度でできること、できないこと

お問い合わせは…

津南町社会福祉協議会
℡ 765-3774

津南町成年後見センター
（福祉保健課内）℡ 765-3114

〇＝できる　×＝できない　△＝手続支援のみ

　この２つの制度は、地域で安心して自分らしい生活を実現するための
サポートをする制度です。

日常生活自立支援事業 成年後見制度

精神上の障害（認知症、知的障害、精神障害など）
により、判断能力が不十分だが契約内容
を理解できる能力があるかた

対 象 者
精神上の障害（認知症、知的障害、精神障害など）
により、判断能力が不十分または欠けてい
るかた

本人が自らの意思に基づき社会福祉協議
会と利用契約を結ぶ 利用方法 本人、配偶者、４親等内の親族、市区町

村長等が家庭裁判所へ申立を行う

・福祉サービス利用の手続き援助
・日常的な金銭管理（預貯金の出し入れ、
　公共料金支払いなど）

・重要書類の預かり、保管

内　　容

・財産管理全般（預貯金管理、不動産売買、
　相続手続きなど）

・身上保護（介護、福祉サービス等に関する契約、
　手続きなど）

・法律行為の代理権や同意権、取り消し
　権を持つ

市区町村社会福祉協議会の職員
（専門員、生活支援員） 援 助 者

家庭裁判所より選任された後見人等
（親族、弁護士、司法書士、社会福祉士の専門職、

社会福祉法人）

本人と社会福祉協議会との契約 支援の根拠 家庭裁判所の審判に基づく

本人の意思を尊重し、きめ細やかな生活
支援を行う。本人が契約内容を理解でき
なくなると解約、終了となる。

特　　徴
法律に基づき、本人の権利を保護し、財産
管理や契約を代理して行える。本人の判断
能力が回復しない限り、原則終了しない。

〇 福祉サービスの利用援助 〇

△ 病院入院契約 〇

△ 施設入所契約 〇

× 医療行為の同意 ×

× 身元保証人 ×

〇 日常生活の金銭管理 〇

〇 通帳や銀行印の保管 〇

× 不動産の処分や管理 〇

× 遺産分割 〇

△ 消費者被害の取り消し 〇

ポイント

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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作
品
を
お
得
に
鑑
賞
で
き
る
共
通
チ

ケ
ッ
ト
が
お
す
す
め
で
す
。

■
料
金

　

一　
　

般　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

小
中
学
生　
　
　
　
　

８
０
０
円

※
津
南
町
内
の

小
中
学
校
に
通

う
生
徒
に
は
、

学
校
を
通
じ
て

共
通
チ
ケ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。

■
会
期　

１
月
24
日
㈯
～
３
月
８
日
㈰

　

※
祝
日
を
除
く
火
・
水
曜
日
定
休

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低

額
に
な
り
ま
す
。
納
付
猶
予
や
学
生
納

付
特
例
の
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期

間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
右
記
の
期
間
の
保
険
料
を
、

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
や
生
活
保
護

の
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
期
間
な
ど
は
、

本
人
か
ら
の
届
出
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
が
全
額
免
除
（
法
定
免
除
）
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法

・
追
納
申
請
用
紙
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
年
金
事
務
所
窓
口

ま
た
は
、
役
場
町
民
班
に
あ
り
ま
す
。

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
役

場
町
民
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
方
法

　

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻
有 

２
０
２
５ 

夏
秋
」
閉
幕
後
も
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、

四
季
折
々
の
越
後
妻
有
の
魅
力
を
ア
ー
ト
を
媒
体

に
お
見
せ
し
ま
す
。

　

年
明
け
の
２
０
２
６
年
１
月
か
ら
３
月
に
は
、

拠
点
施
設
の
開
館
に
加
え
て
、
企
画
展
や
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
を
「
越
後
妻
有
の
冬 

２
０
２
６
」
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
旧
大
赤
沢
小
学
校
で
あ
る
「
ア
ケ

ヤ
マ
―
秋
山
郷
立
大
赤
沢
小
学
校
―
」
が
土
日
祝
日
に

開
館
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
冬
の
秋
山
郷
と
と
も

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
２
月
28
日
㈯
に
は
、

当
施
設
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
広
報
つ
な
ん
１
月
20
日
号
に
て
掲
載
し
ま
す

の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
冬
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
妻
有
の
冬 
２
０
２
６
」

▼
共
通
チ
ケ
ッ
ト

冬も元気に大地の冬も元気に大地の
芸術祭を巡ろう!!芸術祭を巡ろう!!

Photo by Kanemoto Rintaro

・
申
請
書
を
提
出
し
た
後
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
納
付
書
が
届
き
ま
す
の

で
、
納
付
書
で
保
険
料
を
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
使
用
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
に
は
次

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
納
付
す
る

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る

③
電
子
納
付
で
納
付
す
る

④
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
す
る

■
注
意
事
項

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
か
た

は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
追
納
で
き
る
期
間
は
免
除
・
納
付
猶

予
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で
す
。

・
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
や
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の

う
ち
、
原
則
古
い
期
間
の
も
の
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
３
年
度
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
納
め
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。
）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
の

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
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貯
筋
運
動
と
は
加
齢
と
と
も
に
低
下
し
や

す
い
足
の
筋
肉
を
効
果
的
に
鍛
え
る
運
動
で

す
。貯
筋
の
テ
ー
マ
を
歌
い
な
が
ら
一
緒
に
運

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

１
月
13
日
～
３
月
17
日
（
全
10
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
ま
で

　

毎
週
火
曜
日

■
参
加
費

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

４
４
０
円

　

非
会
員　
　
　

５
５
０
円

■
対
象　

60
歳
以
上
の
男
女

■
定
員　

20
名

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
お
申
し
込
み　

１
月
９
日
㈮

　

※
た
だ
し
、
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
先　

N
P
O
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

℡ 

７
６
５
‐
５
７
７
６
）

■
総
合
セ
ン
タ
ー

・
ロ
コ
チ
ャ
レ　
　

12
月
26
日
㈮
ま
で

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

12
月
22
日
㈪
ま
で　
　
　
　
　
　

・
卓　

球　
　
　
　

12
月
26
日
㈮
ま
で　

※
新
年
は
１
月
５
日
㈪
か
ら
通
常
開
催

■
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

※
日
付
下
は
営
業
時
間

12
月
31
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
特
別
営
業
日

1
月
1
日
㈭　

休
館

1
月
2
日
㈮　

正
午
～
午
後
５
時

1
月
3
日
㈯　

正
午
～
午
後
５
時

1
月
4
日
㈰
か
ら
通
常
営
業
。
各
種
教
室
は

１
月
５
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。

○
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
0
2
5
‐
7
6
5
‐
3
7
1
1
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
に

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。人
と
人
と
が
寄
り
集
う
場
面
で
、会
話
が

広
が
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ「
楽
し
か
っ
た
」と
声

を
い
た
だ
く
と
、私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
と
て
も

嬉
し
く
、さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
ａ
ｐ
は
理
念
で
あ
る「
つ
な
が
り
」を
大
切

に
、今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。来
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、歳
末
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貯
筋
運
動 

参
加
者
募
集

年
末
年
始
の
予
定

本
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

各方面で全国レベルの大会に出場されるかたをご存じのかたは情報をお寄せください。
連絡先：教育委員会生涯学習班（津南町公民館）　℡ 765-3134情報をお待ちしております！情報をお待ちしております！

おらどこの津南のしょおらどこの津南のしょ
～津南町から全国へ！ Brea

kthrough～

ガンバレ!
このコーナーは町内のかたで学術文化・スポーツの
部門で全国大会等に出場した人を紹介します。

４年生以下のフレッシュチームは４年生６人、３年生９人、２年生３人が所属しています。
普段から５、６年生とトップチームと練習や試合をして、自分たちより強い高学年のプレーを
肌で感じているそうです。
バスケットボールが大好きで、向上心ややる気、負けん気がいっぱいな子たちです。
目指せ次は新潟県チャンピオン！

令和７年９月13日～14日開催 （開催地 新潟県新潟市）
新潟日報杯

第19回新潟県フレッシュU10
バスケットボール大会 出場 ８位

津南町Bスリー
(津南町ミニバスケットボールスポーツ少年団)
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山本 眞幸

に
種
籾
や
農
具
を
共
同
で
貸
し
出
し
、
助
け

合
っ
て
生
活
を
支
え
る
今
日
の
協
同
組
合
の

仕
組
み
を
広
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
藩
は

再
建
し
、
尊
徳
の
名
は
一
躍
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
尊
徳
が
生
涯
で
再
建
に
携
わ
っ
た
農

村
は
6
0
0
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の

知
識

豆

　

小
学
校
に
あ
る
銅
像
と
い
え
ば
「
二
宮
金

次
郎
」。
薪
を
背
負
っ
て
歩
き
、
本
を
読
む
少

年
像
は
、
働
き
な
が
ら
勉
強
に
励
む
努
力
の

模
範
と
し
て
全
国
の
小
学
校
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
多
く
の
人
が
名
前
を
知
る
金
次
郎
で

す
が
、
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
農

政
家
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

●
金
次
郎
像
で
有
名
な
二
宮
尊
徳
と
は

　

二
宮
尊
徳
（
幼
名
金
次
郎
）
は
、天
明
７
年
（
江

戸
後
期
）
小
田
原
藩
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
少
期
に
水
害
で
農
地
を
失
い
両
親
は
他
界
、

貧
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

尊
徳
は
働
き
な
が
ら
勉
強
を
重
ね
、
つ
い
に

実
家
を
再
興
さ
せ
ま

す
。
そ
の
努
力
と
勤
勉

な
姿
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
金
次
郎
像
で
す
。

●
協
同
組
合
の
仕
組
み
を
制
度
化

　

そ
の
こ
ろ
の
農
村
は
飢
饉
に
よ
り
困
窮
を

極
め
、
藩
は
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

尊
徳
の
才
を
見
込
ん
だ
藩
は
尊
徳
に
再
建
を

依
頼
し
ま
す
。
尊
徳
は
勤
勉
・
倹
約
・
互
助

を
柱
と
し
た
「
報
徳
思
想
」
を
唱
え
、
村
人

の
節
約
に
よ
っ
て
積
み
立
て
た
資
金
を
元
手

●
渇
水
に
よ
る
水
争
い
を
解
決

　

優
れ
た
才
を
開
花
さ
せ
た
尊
徳
が
次
に
着

手
し
た
の
が
、
現
在
も
栃
木
県
を
流
れ
る
穴

川
用
水
の
改
修
で
し
た
。
渇
水
に
よ
る
水
争

い
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
の
用
水
の
堰
を
改
修

し
、小
水
路
「
お
助
け
堀
」
を
築
い
た
こ
と
で
、

渇
水
時
も
下
流
ま
で
水
が
流
れ
る
よ
う
に
な

り
、
農
業
が
安
定
し
ま
し
た
。

現
在
も
、
尊
徳
を
祀
る
「
報

徳
二
宮
神
社
」
が
そ
の
功
績

を
伝
え
て
い
ま
す
。

●
現
代
に
も
通
じ
る
金
次
郎
の
精
神

　

尊
徳
が
提
唱
し
、実
践
し
た「
勤
勉
に
働
き
、

無
駄
を
省
い
て
、
共
同
で
助
け
合
う
」
そ
の

精
神
は
時
代
を
超
え
て
私
た
ち
に
も
通
じ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
雪
深
い
津
南
の
農
業
が

受
け
継
い
で
き
た
実
直
、
節
減
、
共
栄
の
姿

勢
は
、
ま
さ
に
尊
徳
と
同
じ
精
神
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
農
業
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
勤
勉
な

少
年
・
金
次
郎
。
銅
像
を
見
か
け
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
成
長
し
た
姿
と
農
業
の

功
績
に
も
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「
二
宮
金
次
郎
」 

農
業
の
功
績

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

津
南
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
山
本
で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
。津
南
町

に
も
再
び
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
果
た
し
て
ど
ん
な
冬
に
な
る
の

か
、不
安
半
分
、わ
く
わ
く
半
分
の
気
持
ち

で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、私
の
協
力
隊
活
動
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
半
年
。時
間
の
流
れ
は
と
て
も
早
く

感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。こ
の
町
で
2
年
半
過

ご
し
て
き
て
私
は
素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
て

い
る
実
感
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
２
年
半
と
い
う
短
い
期

間
で
は
津
南
町
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
も
沢
山
あ
り
、ま
だ
ま
だ
日
々
勉
強
、

刺
激
を
受
け
る
毎
日
で
す
。こ
う
し
た
日
々

感
じ
た
津
南

町
の
魅
力
を

発
信
す
る
た

め
、８
月
か
ら

月
１
回
「
私

の
イ
チ
オ
シ

風
景
in
津
南

町
」と
い
う
名

の
チ
ラ
シ
を

発
刊
、皆
様
の

元
へ
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
開
設
し
、ド
ロ
ー
ン
映
像
を

メ
イ
ン
に
、私
の
住
む
津
南
原
地
区
を
は
じ

め
と
す
る
津
南
町
各
所
の
風
景
を
動
画
に

し
て
発
信
す
る
こ
と
も
始
め
ま
し
た
。協
力

隊
活
動
と
し
て
の
情
報
発
信
は
残
り
半
年

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、Y
o
u
T
u
b
e
で

の
活
動
は
協
力
隊
退
任
後
も
続
け
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、是
非
見
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　

画
像
は
11
月
、初
雪
が
降
り
積
も
っ
た
後

の
津
南
原
地
区
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
関
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

ほ
し
い
、ド
ロ
ー
ン
の
こ
ん
な
画
像・映
像
が
見

た
い
等
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ど
ん

な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

YouTube
まさきチャンネル
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からのお便り

けい
ぎょう

五代目となる和田さんと四代目の吉野さん

200年つづく200年つづく
川津屋の継業が決まりました川津屋の継業が決まりました

◆思いに寄りそい、継業バンクが橋わたし

◆四代目の技と心を受けついで

◆地域が力を合わせて支えた継業

【詳しい記事はこちら！】

　秋山郷の温泉宿「川津屋」は江戸時代の終わりごろから 200 年以上
つづく宿です。昔から “ 医者いらず ” と評判のお湯と、山の恵みを生
かした料理で多くのお客様に親しまれてきました。しかし長いあいだ
後継ぎが見つからず、宿の存続が心配されていました。

　役場と協力し「ニホン継業バンク」で後継者を全国に募集したところ「小さな温泉宿を守りたい」
という夢を持つ 和田泰明（ひろあき）さん が川津屋と出会いました。豊かな自然や宿のあたたか
な空気、受け継がれてきた料理に深く心を打たれ「この宿を残したい」と後継者になる決意を固め
ました。

　四代目の 吉野徹さん は先祖から守ってきた宿を託す大きな決断をしました。山菜料理や熊・鹿
などのジビエ料理は、代々引き継がれてきた川津屋ならではの味です。山菜の半年分の仕込みや豪
雪地帯での除雪など、宿の仕事は決して楽ではありません。和田さんは現在、吉野さんのもとで一
つひとつ学びながら、200 年の営みを未来につなげようとしています。

　今回の継業では町・金融機関・ニホン継業バンクが連携したネットワークが大きな役割を果たし
ました。資金面の支援も実現し地域全体で新しい後継者を後押しした形です。これからも地域の大
切な仕事や文化を守り、次の世代へつないでいく取り組みを続けていきます。

■継業サポートセンター
　津南町下船渡戊 445-3
　まちなかオープンスペースだんだん内
　継業エリアマネージャー　古池健二郎
　℡ 070-9245-9754
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

ハ
イ
フ
ン
と
ア
ス
タ
リ
ス
ク
を
連れ
ん

打だ

し
て

進す
す

ま
ぬ
事じ

務む

の
気き

晴ば

ら
し
と
す
る	

板
場
麻
実

早そ
う

朝ち
ょ
う

の
山や
ま

の
谷た
に

間ま

に
立た

つ
霧き
り

は

風か
ぜ

で
ゆ
っ
く
り
上う
え

へ
と
昇の
ぼ

る	

江
村
美
智
代

留る

守す

の
居い

間ま

の
炬こ

燵た
つ

に
熊く
ま

が
頭あ
た
ま

入い

れ
て

冬と
う

眠み
ん

準じ
ゅ
ん

備び

眠ね
む

れ
る
の
か
し
ら

	

（
ニ
ュ
ー
ス
で
福
島
の
家
）　

小
島
香
代
子

初は
つ

雪ゆ
き

を
パ
ジ
ャ
マ
姿す
が
た

の
吾あ

子こ

に
知し

ら
す

す
ぐ
に
外そ
と

に
出で

て
足あ
し

跡あ
と

つ
け
る	

江
村
大
輔

墨す
み

す
り
て
心こ
こ
ろ

静し
ず

か
に
紙か
み

に
向む

か
い

般は
ん

若に
ゃ

心し
ん

経ぎ
ょ
う

書か

き
進す
す

め
る
な
り	

津
端
恵
子

音お
と

も
な
く
誰だ
れ

か
過す

ぎ
ゆ
く
気け

配は
い

し
て　
　

窓ま
ど

を
開あ

け
れ
ば
牡ぼ

丹た
ん

雪ゆ
き

降ふ

る	

貝
澤
圭
子

カ
タ
カ
タ
と
土も
ぐ

竜ら

お
ど
し
の
羽は

根ね

鳴な

ら
し

涼り
ょ
う

風ふ
う

吹ふ

き
ぬ
く
我わ
れ

に
も
ひ
と
時と
き	

恩
田
久
美
子

七し
ち

輪り
ん

で
焼や

き
た
る
秋さ

刀ん

魚ま

の
加か

減げ
ん

良よ

く

ト
ン
グ
片か
た

手て

に
コ
ロ
ッ
と
返か
え

す	

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

柿か
き

の
木き

に
梯は
し

子ご

か
か
り
て
何な
ん

日に
ち

も

長な
が

き
夜よ

や
こ
け
し
の
視し

線せ
ん

や
ゝ
斜な
な

め

	

壽　

子

人ひ
と

の
世よ

の
喧け
ん

噪そ
う

遠と
お

く
稲い
な

穂ほ

垂た

る

よ
く
見み

れ
ば
す
め
ろ
ぎ
顔が
お

の
蝗い
な
ご

か
な

	

房　

良

秋あ
き

の
風か
ぜ

ぶ
ら
ん
こ
静し
ず

か
に
揺ゆ

ら
し
け
り

名め
い

月げ
つ

を
雲く
も

の
切き
れ

間ま

に
待ま

つ
夕ゆ
う

餉げ

	

守　

人

秋し
ゅ
う

天て
ん

や
鳶と
び

輪わ

を
閉と

ぢ
ず
向む

き
を
変か

へ

は
ら
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
月つ
き

見み

て
お
ら
む

	

緑　

冬ふ
ゆ

近ち
か

し
歩あ
る

け
と
孫ま
ご

が
背せ

中な
か

押お

す

霜し
も

晴は
れ

や
畑は
た
け

へ
続つ
づ

く
道み
ち

細ほ
そ

し

	

渡　

舟

「
Ｍみ

る

く

！
Ｌ
Ｋ
」
と
ふう

男お

の
子こ

ら
の
う
た

〝
～
イ
イ
じ
ゃ
ん
〟
の
〝
じ
ゃ
ん
〟
は

き
ち
ん
と
終し
ゅ
う

助じ
ょ

詞し

ら
し
い	

小
野
寺
恒
代

花は
な

の
葉は

に
雫し
ず
く

置お

き
た
る
昨よ

夜べ

の
雨あ
め

小ち
い

さ
き
水み
ず

の
玉た
ま

と
光ひ
か

り
て	

高
橋
春
枝

「
ま
た
来く

る
ね
、
無む

理り

し
な
い
で
ね
」
と

娘こ

ら
帰か
え

り
侘わ
び

し
さ
風か
ぜ

の
よ
う
に
残の
こ

し
て

	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

家い
へ

の
ま
わ
り
幾い
く

度た
び

取と

り
て
も
又ま
た

生は

え
る

草く
さ

追お

ひ
か
け
て
今こ

年と
し

も
暮く

れ
る	

中
村
武
子

立り
っ

秋し
ゅ
う

に
待た
い

望ぼ
う

の
雨あ
め

降ふ

り
来き

た
る

干ひ

上あ

が
り
し
田た

畑は
た

皆み
ん
な

が
安あ
ん

堵ど

す	

島
田
眞
之
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　79歳の一橋桐子が老朽化団地の管理人とな
り、平均年齢 60 歳の住人たちの抱える孤独・
貧困・医療・相続などの問題に向き合う。テレ
ビドラマ「一橋桐子の犯罪日記」原作の高齢
社会の現実と人との繋がりが温かく描かれた物
語です。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
締
め
く
く
り
の

時
節
と
な
り
ま
し
た
。あ
っ
と
い
う
間

に
時
が
経
ち
、今
年
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。ご
利
用
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、い
つ
も
公
民
館
図
書
室
及

び
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
で
１
年
間

本
を
借
り
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
沢
山
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
よ
い
お
年
を
！

・
・
・
ひ
ま
わ
り
号
が

　

キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た
！
・
・

　

現
在
の
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号（
２

代
目
）は
今
年
で
12
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

雨
に
も
津
南
の
雪
に
も
負
け
ず
、町
内

の
あ
ち
こ
ち
の
か
た
が
た
に
本
を
届
け

て
き
ま
し
た
。頑
張
っ
て
き
た
結
果
、車

体
の
錆
が
目
立
っ
て
き
た
た
め
、こ
の

度
、表
面
の
塗
装
を
綺
麗
に
塗
替
え
ま

し
た
。デ
ザ
イ
ン
は
公
募
で
い
た
だ
い

た
素
敵
な
も
の
を

引
き
続
き
使
っ
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
巡

回
の
際
に
は
ピ
カ

ピ
カ
に
新
装
し
た

新
し
い
ひ
ま
わ
り

号
に
も
着
目
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
来
年
度
の
移
動
図
書
室

　

ひ
ま
わ
り
号
の
希
望
は

　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
・
・

　

毎
月
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。図
書
室
で
は
来
年
度
に
向
け
て

ひ
ま
わ
り
号
の
周
回
コ
ー
ス
や
日
程
を

検
討
中
で
す
。来
年
度
、新
た
に
私
の
集

落
に
も
来
て
欲
し
い
と
い
う
か
た
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
町
公
民
館（
℡

７
６
５
‐
３
１
３
４
）に
１
月
31
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
コ
ー
ス
検
討

の
参
考
と
す
る
も
の
で
す
の
で
、コ
ー
ス

の
都
合
上
、日
時
・
場
所
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
し
、ご
要
望
に
沿
え
な
い
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
・
・【
再
掲
載
】年
末
年
始
の

　
　

返
却
期
限
に
つ
い
て
・
・
・

　

12
月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
本
来
２
週
間
で

す
が
、返
却
期
限
日
が
年
末
年
始
の
休

館
日
に
当
た
っ
た
貸
出
本
は
、返
却
期

限
日
を
休
み
明
け
の
１
月
４
日
㈰
に
延

長
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。ご
自
身
の
返

却
日
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

発
行
し
た
レ
シ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
相
互
貸
借
の
本
に
つ
い
て
は
返

却
期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
日

　

12
月
28
日
㈰
～
１
月
３
日
㈯

　

１
月
26
日
㈪

一
ひとつ

橋
ばし

桐
きり

子
こ

（79）の相談日記
原田　ひ香

※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『アイラップで作る人気おかず200』
	 …………………………………………………………………………………………… 宝島社
●『フェイクに惑わされないための情報を見抜く技術』
	 ……………………………………………………………………………………… ナツメ社
●『文藝春秋オピニオン2026年の論点100』
	 ……………………………………………………………………………………… 文藝春秋
●『一冊でまるごとわかる「里山」入門』
	 ……………………………………………………………………………………… ベレ出版
●『ウロボロスの環

たまき

』…………………………………… 小池 真理子
●『とどけチャイコフスキー』… ……………… 中

なか

山
やま

 七
しち

里
り

●『ちゃぶ台ぐるぐる』… ……………………………… 群
むれ

 ようこ
●『白

はく

露
ろ

』… ……………………………………………………………………… 今
こん

野
の

 敏
びん

【子どもの本】 
●『いずみ、ナイスプレイ！』… ……………… 絵本塾出版
●『おしりダンディ ザ・ヤング11』… ……………… 集英社
●『「自分の気持ち」を表すことば図鑑』
	 ……………………………………………………………………………………… 大和出版
●『西遊記17』… …………………………………………………………… 理論社
●『100にんのサンタクロースの12かげつ』
	 …………………………………………………………………………………… 谷口 智則
●『えっさほいさ』… ……………………………………たなかひかる
●『ゆき』……………………………………………………………………… 三浦 太郎
●『はらぺこえびすのおしょうがつ』
	 …………………………………………………………………… はらぺこめがね

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

12月 −師
し わ

走
す

−

12月の新着図書（HPでも検索できます）
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プ
レ
再
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
四
年
に
一
度
、
再
認
定
審

査
が
あ
り
ま
す
。
前
回
の
審
査
で
指
摘
さ
れ

た
課
題
な
ど
が
四
年
間
の
活
動
で
ど
の
よ
う

に
改
善
さ
れ
た
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
通

じ
て
地
域
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か

な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
来
年
、
再
認
定

審
査
を
受
け
る
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
審
査
員
を

さ
れ
て
い
る
、

鳥ち
ょ
う

海か
い

山さ
ん

・
飛と

び

島し
ま

ジ
オ
パ
ー
ク
専

門
員
の
大
野
希ま

れ

一か
ず

氏
を
お
招
き

し
て
11
月
12
日

～
13
日
に
、
プ

レ
再
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
内
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

意見交換会の様子

今秋完成したさかえ俱楽部スキー場の展望デッキ

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
課
題
と
し
て
、

エ
リ
ア
外
の
か
た
に
対
し
て
、
よ
り
こ
の
地

域
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
観
光
面
で
の

動
き
や
そ
こ
に
付
随
し
た
ガ
イ
ド
の
質
の
向

上
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
氏
か
ら
は
二
日
間
を
通
し
て
、
三
年

間
の
な
か
で
新
た
に
整
備
し
た
と
こ
ろ
や
取

日
記

　

10
月
18
日
に
〝
う
も
れ
あ
〟
が
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
、
お
よ
そ
２
か
月
が
た
ち
ま
し

た
。
来
館
者
数
は
、
11
月
末
時
点
で
お
よ
そ

２
０
０
０
人
と
な
り
、
遠
く
は
北
海
道
や
九

州
か
ら
来
ら
れ
た
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

町
内
や
十
日
町
市
の
か
た
の
ほ
か
、
観
光

で
こ
の
地
域
に
来
ら
れ
て
寄
っ
て
み
た
と
い

う
か
た
や
、
何
よ
り
縄
文
や
歴
史
に
興
味
が

あ
り
、
こ
こ
を
目
的
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

っ
た
か
た
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

時
間
が
足
り
ず
２
回
目
で
す
と
い
う
お
声

や
、
全
部
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
ま
た
来
ま

す
と
い
う
お
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
自
主
学

習
す
る
小
学
生
や
図
書
室
で
調
べ
も
の
を
さ

れ
る
か
た
な
ど
も
お
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー

と
い
う
と
難

し
い
施
設
の

よ
う
に
思
わ

れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、

学
校
だ
っ
た

と
き
の
よ
う

に
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄

り
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
足
を
運
び
、
学
び
と

憩
い
の
あ
る
場
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
、
自
分
の
時
間
を
過
ご
せ
る
場
所
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
も
備
え
て
あ
り
、
災
害
時

に
は
中
津
地
区
の
避
難
所
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
か
た
が
た
と
の
連
携
を

深
め
、
講
堂
や
ピ
ロ
テ
ィ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
っ
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
計
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
じ
ょ
も
ん
と
も
連
携
し
、
大
面
ビ
オ
ト

ー
プ
を
含
む
周
辺
の
自
然
観
察
や
地
域
を
め

ぐ
る
「
苗
場
山
麓
ぶ
ら
り
旅
」
な
ど
の
体
験

活
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
〝
う
も
れ
あ
〟

　

℡
７
５
５
‐
７
０
１
１

（
９
）

り
組
み
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

事
務
局
を
含
め
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
目
指
し
て
い
く
方
向

性
な
ど
を
考
え
る
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
し
か
な
い
魅

力
を
理
解
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
野
氏
か
ら
は
遠
い
と
こ
ろ
、
苗
場
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
プ
レ
再
審
査

で
得
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
来
年
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
認
定
10
周
年
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〇第10回苗場山麓ジオパーク
　フォトコンテスト入賞作品展示会
　会　期：1月17日㈯～3月15日㈰
　入場料：無料
　たくさんのご応募をいただきました「第 10 回苗場山麓ジオパー

クフォトコンテスト」の入賞作品 26 点を展示します。美しい苗場

山麓の姿をぜひご覧ください。

〇「和紙のあかり」体験
　日　時：1月11日㈰　午後1時30分～3時30分
　体験料：1,500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　コウゾの紙料を使って、柔らかい明かりのランプシェードを作ります。

　※ライトは別途 950 円かかります。

〇「スノーシュー～なじょもんの森へ～」体験
　日　時：1月18日㈰　午前9時～11時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　スノーシューの履き方、歩き方の練習をしてから、起伏の少ないコースで自然

観察を行います。自然観察の後は竪穴住居でのんびり過ごしましょう。

〇「アンギン編み初級編」体験
　日　時：1月18日㈰　午後1時30分～3時30分
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　カラムシという植物からとった貴重な繊維と糸でアンギン編みのコースター

を作ります。

〇刊行図書のお知らせ
　津南学叢書第48輯　研究解説書『苗場山麓の縄文土器』　3,000円

〇年末年始休館日のお知らせ
　12 月 27 日㈯〜 1 月 4 日㈰を休館とさせていただきます。

　来年も皆さまのお越しをお待ちしています。

展示の様子

和紙のあかり

スノーシュー
～なじょもんの森へ～

アンギン編み初級編

『苗場山麓の縄文土器』

1 月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

11日㈰ 13:30～15:30 和紙のあかり　※スイッチライトは別途950円 1,500 中学年以上

18日㈰

9:00 ～ 11:00 スノーシュー　～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

N
ajom

on Inform
ation



広
報

つ
な

ん
 N

o
.7

7
4
　

■
令

和
７

年
1
2
月

2
2
日

発
行

　
■

発
行

／
津

南
町

役
場

 〒
9
4
9
-8

2
9
2
　

　
　

  新
潟

県
中

魚
沼

郡
津

南
町

大
字

下
船

渡
戊

5
8
5
　

T
E
L
.0

2
5（

7
6
5
）3

1
1
1
㈹

F
A

X
.0

2
5（

7
6
5
）4

6
2
5
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
/
　

■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
11
月
20
日
に
十
日
町
電
気
工
事
協
同
組

合
様
が
主
催
し
て
、文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
街
灯
清
掃
作

業
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
一
年
の
汚
れ
が
落
と
さ
れ
、

爽
や
か
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

大
晦
日
の
夜
か
ら
鳴
ら

さ
れ
る
除
夜
の
鐘
で
す
が
、

「
除
夜
」と
い
う
言
葉
の
意
味
が
気
に
な
っ
た
の

で
確
認
し
て
み
ま
し
た
。「
旧
年
を
取
り『
除
き
』、

新
年
を
迎
え
る『
夜
』」と
の
こ
と
で
す
。昔
か
ら
、

年
末
年
始
は
心
機
一
転
す
る
良
い
機
会
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。今
年
一
年
が
良

い
年
だ
っ
た
か
た
も
そ
う
で
な
い
か
た
も
、良

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。	

樋
口

■人口8,248（−31）　男4,013（−13）　女4,235（−18）

■世帯数3,382（−18）　■転入／ 12　■転出／ 18　■出生／２　■死亡／ 27　■婚姻／１12月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

石澤　ハルさん	 （99歳・大赤沢）

桑原　政輝さん	 （83歳・貝坂）

涌井　サキさん	 （96歳・相吉）

中澤　タケさん	 （107歳・見玉）

瀧澤　久子さん	 （84歳・恵福園ほくぶ）

久保田まさいさん	（95歳・大割野）

山田ミサオさん	 （88歳・船山新田）

小林キミ子さん	 （93歳・割野）

石沢　洋子さん	 （69歳・正面）

村山　広幸さん	 （76歳・割野）

中澤　義定さん	 （83歳・十二ノ木）

桑原　トシさん	 （99歳・船山）

藤木　アサさん	 （95歳・谷内）

丸山　正枝さん	 （82歳・小島）

藤木　定義さん	 （99歳・太田新田）

小島　直樹さん	 （62歳・芦ケ崎）

櫻澤タキ子さん	 （75歳・船山新田）

桑原　富男さん	 （97歳・貝坂）

内山　　篤さん	 （70歳・大船団地）

涌井　聖子さん	 （83歳・美雪町）

太田　幸成さん	 （71歳・上加用）

滝沢　千代さん	 （88歳・赤沢）

清水　　忠さん	 （83歳・大割野）

私
が
さ
ま
ざ
ま
な

 

こ
と
を
お
伝
え
し
て

　
　
　

い
き
ま
す
！

　この広報紙が届くころは、ちょうどクリスマスの前後でしょうか。サン
タさんの存在を信じていた子どものころを懐かしく思い出します。
　今年を少し振り返りますと、２月に強い寒波が襲来、４メートルの積雪
の中、町は豪雪災害対策本部を設置し、雪への対応を図ってまいりまし
た。７月に入るとまとまった雨が降らず、農業用ダムの貯水率が低下し、
農作物への影響が懸念されたことから、渇水対策事業を実施させていた
だきました。10月には、念願の埋蔵文化財センター「うもれあ」を開館し、
町の歴史と文化を内外に発信、11月には、オーガニックビレッジを宣言
させていただきました。
　町民の皆さま、関係団体の皆さま、議会の皆さまなど、津南町に関係す
るすべての皆さまのおかげで、様々な事業を進めることができましたこ
と、改めまして感謝申し上げます。
　１月に入ると令和８年度予算の査定が始まります。町の明るい未来の
ため、そして、次世代に課題を残さないという強い思いを持って、「やりと
げる予算」を編成し、町政を前に進めてまいります。
　来年は午年です。馬は古来より
神の乗り物として福を運ぶ存在
とされています。今年に感謝し、
来年も町民の皆さまにたくさん
の「福」が降り注ぎ、ご健康で幸多
き年でありますようご祈念申し
上げます。

〜〜２２
つつ

７７
なな

００
んん

ちゃんねる〜ちゃんねる〜

町長町長のの部屋部屋

津南町長　桑原　悠

関谷　六
りっ

花
か

（赤沢）	 雄一さん
	 まどかさん

桑原　風
ふう

椛
か

（貝坂）	 和弥さん
	 萌香さん

髙橋　輝
き

真
しん

（大割野）	 友真さん
	 麻弥さん

広報無線を 「聞き直し」できる
ようになりました！

直前に配信された無線音声が、電話で
聞き直しできるようになりました。

■お問い合わせ　総務課総務班　℡ 765-3112

■ 聞き直し電話番号

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。ご了承ください。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく時間を空けてご利用ください。

オーガニックビレッジ宣言の様子

戸 籍 の 窓


